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コニカミノルタコニカミノルタ
フォトイメージング（株）フォトイメージング（株）

・カラーフィルム・カラーフィルム ・印画紙・印画紙
・インクジェットペーパー・インクジェットペーパー
・自動現像機・自動現像機 ・写真用薬品・写真用薬品
・証明写真システム・証明写真システム
・デジタルカメラ・デジタルカメラ
・フィルムカメラ・フィルムカメラ
・プラネタリウム・プラネタリウム
などなど

コニカミノルタコニカミノルタ センシング（株）センシング（株）

・・分光測色計分光測色計
・ディスプレーカラーアナライザ・ディスプレーカラーアナライザ
・非接触・非接触33次元デジタイザ次元デジタイザ

などなど

コニカミノルタコニカミノルタ
ビジネステクノロジーズ（株）ビジネステクノロジーズ（株）

・デジタル複合機・デジタル複合機
・レーザプリンタ・レーザプリンタ
・ファイリング機器・ファイリング機器
・重合法トナー・重合法トナー
などなど

コニカミノルタコニカミノルタ オプト（株）オプト（株）

・非球面プラスチックレンズ・非球面プラスチックレンズ
・マイクロカメラユニット・マイクロカメラユニット
・電子材料・電子材料
などなど

コニカミノルタコニカミノルタ エムジー（株）エムジー（株）

・・XX線線((レントゲンレントゲン))フィルムフィルム

・医療用デジタル画像撮影装置・医療用デジタル画像撮影装置
・印刷製版用フィルム・印刷製版用フィルム
・簡易デジタル色校正システム・簡易デジタル色校正システム
などなど

コニカミノルタの主な製品・サービス



2

コニカミノルタホールディングス（株）

コニカミノルタオプト（株）

コニカミノルタフォトイメージング（株）

コニカミノルタエムジー （株）

コニカミノルタセンシング（株）

コニカミノルタテクノロジーセンター （株）

コニカミノルタビジネスエキスパート（株）

コニカミノルタビジネステクノロジーズ（株）

コニカ ミノルタ

統合

コニカミノルタ

分社

新生 コニカミノルタ グループ



化学物質管理のしくみと体制

社員への環境教育

地域環境報告会

その他のコミュニケーション活動
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製品に安全な化学物質を採用するしくみ

化学物質管理のしくみと体制
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安全性確認システムの特徴

有害物質の排出削減には「元から断つ！」

化学物質管理のしくみと体制

採用を禁止・制限する物質採用を禁止・制限する物質の「コアリスト」

使用予定量に応じた「評価内容」

データがない場合は自社で試験実施自社で試験実施

独自の「危険・有害ポイント」独自の「危険・有害ポイント」を用いた「総合判定」

ポイントが高い物質の採用排除

製品環境アセスメントの実施（環境適性評価）

製品全体としての評価製品全体としての評価
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2003年4月
Ｔシャツ用アイロンプリント
転写紙から、高濃度のホル
ムアルデヒドが検出され、
３社が出荷を停止した。

コニカミノルタは、開発初期から、

ホルムアルデヒドを発生しない製品設計をしていた。

・ホルムアルデヒド全廃の中長期計画

・使用時のリスクアセスメント実施

（アイロンで加熱した状態でのVOCを評価）

化学物質管理のしくみと体制

リスク回避の事例



7

リスクレベルに基づいた安全衛生管理の実施

化学物質管理のしくみと体制

社員へのリスクコミュニケーション

安全衛生リスク総合評価

情報の収集
化学物質の危険・有害性調査
文献無ければ→試験実施

現場での使用量・方法確認
個人曝露濃度測定
生物学的モニタリング
暴露防止設備の評価 など

保護具の有効性評価
保護マスクの破過時間確認
保護手袋の透過試験実施

産業医の参画
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化学物質管理のしくみと体制

社員へのリスクコミュニケーション

化学物質安全シート化学物質安全シート

情報の伝達
労働安全衛生教育
化学物質安全シート
独自に作成

職場巡視
産業医からの直接指導

保護マスクの装着訓練保護マスクの装着訓練
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ＤＭＦ 2004年度全廃見込

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 2004年度全廃見込

クロロホルム 2004年度全廃見込

工場で有害な化学物質の使用・排出を削減するしくみ

１９９６年度 第１次削減計画（７物質を選定、全廃目標）

１９９７年 同 実行開始

２００３年 第２次削減計画（マスタープラン）スタート

化学物質管理のしくみと体制
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VOC(揮発性有機化合物)大気排出量の推移
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揮発性有機化合物の大気排出量削減揮発性有機化合物の大気排出量削減
(東京サイトの事例)

ＰＲＴＲ法発効前から先取りして削減を推進→リスク低減

化学物質管理のしくみと体制

削減の優先順位は独自のリスク評価手法で算定し決定削減の優先順位は独自のリスク評価手法で算定し決定



11

コニカミノルタ
ビジネステクノ
ロジーズ（株）

コニカミノルタ
オプト（株）

コニカミノルタ
フォトイメージン
グ（株）

コニカミノルタエ
ムジー（株）

コニカミノルタ
センシング（株）

コニカミノルタ
テクノロジセン
ター（株）

コニカミノルタ
ビジネスエキス
パート（株）

化学物質評価チーム品質環境安全部長

コニカミノルタホールディングス（株）
●社長

●環境担当役員

化学物質管理のしくみと体制

•コニカミノルタ
テクノプロダクト

（株）
•（株）コニカミノ
ルタサプライズ
•三恵精密機械

（株）
•豊橋精密工業

（株）
•コニカミノルタ
サプライズ関西

（株）

•コニカミノルタ
オプトプロダク
ト（株）

•コニカミノルタ
コンポーネンツ

（株）
•南海光学工業

（株）
•エム・ワイ・
ジーディスク
（株）

•コニカミノルタ
パッケージング

（株）
•コニカミノルタ
ケミカル（株）

•コニカミノルタ
マーケティング

（株）
•コニカミノルタ
アイデーイメー
ジング（株）

•コニカミノルタ
リプロ（株）

•コニカミノルタ
エムジーテクノ
サポート（株）

•コニカミノルタ
エンジニアリン
グ（株）

•コニカミノルタ
物流（株）

•コニカミノルタ
情報システム
（株）

•コニカミノルタ
テクノサーチ
（株）

•コニカミノルタ
アイディーシス
テム（株）

•コニカミノルタ
プラネタリウム

（株）
•関西オプティ
ム（株）

•岡山ミノルタ精
密（株）

ISO14001
国内31社
16,000人
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社員への環境教育

製品開発者としての責任ー環境マインド強化教育

次代を見すえた環境対応製品の企画・設計・開発を
行えるよう環境マインドの強化をはかる。

【カリキュラム】
1.企業活動による環境施策
2.製品開発と地球温暖化防止
3.グリーン調達 極まれり
4.トピックス１ 『ＲｏＨＳ』
5.ＬＣＡ的ものの見方を身につける
6.トピックス２ 『 TypeⅢ環境ラベル エコリーフ』
7.コニカミノルタのゼロエミッション
8.見学「複写機リサイクル、その実態」

9.知らなかったでは済まされない化学物質安全管理

工場ではまだこんなに有害物質が使用されている!
…地域住民との問題、生産現場での危険…
解決の鍵は開発者にあった。
機械・電気系の職場でも、化学物質は身近にある。
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社員への環境教育

販売者としての責任ー営業マン教育

お客様に化学物質を適切にお取り扱い頂くために、
情報提供やアドバイスができる能力を身につける。

ＭＳＤＳＭＳＤＳ

ＰＲＴＲ該当製品及び含有成分・量

製品名 サイズ PRTR番号 CAS No. 成分名 含有率 一箱当たりの量
ABC 30L 123 123-45-6 イロハニ酸 4.0% 600g
DEF 500L 123 123-45-6 イロハニ酸 4.0% 10150g
GHI 4L×8 123 123-45-6 イロハニ酸 13.0% 768g
JKL 10L 12 1234-56-7 ホヘト酸 3.5% 450g

123 123-45-6 イロハニ酸 17.0% 100g

環境マニュアル環境マニュアル

ＰＲＴＲＰＲＴＲ
換算表換算表
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地域環境報告会

19961996年～年～
自治会長との定期懇談会自治会長との定期懇談会

20022002年～年～ 「地域環境報告会」「地域環境報告会」

環境配慮製品の展示環境配慮製品の展示主要な使用化学物質主要な使用化学物質
に関する展示に関する展示

質疑応答質疑応答

自主的に開催
行政からの要請なし

参加者を広く集める
市報・webで公告
誰でも参加OK
当日参加OK
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地域環境報告会

0% 16% 16% 66% 2%

2% 15% 55% 28% 0%

開催後

開催前

かなり不安に思う 不安に思う部分もある

よく分からない ほとんど不安に思わない

全く不安ではない

コニカから出される化学物質に
不安を感じていますか。
--近隣住民の回答から--

２００２年東京サイト(初回)でのアンケートから
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地域環境報告会

２００３年度の要望事項

緊急事態情報伝達

ルートの設置

緊急事態が発生した時、地域住民に拡声器をもって
事態を知らせるようにして欲しい。

２００４年度の対応報告

伝達ルートは小田原市の

意向に沿い決定し、

緊急事態発生時には

社有車に移動式拡声器

を取り付けて広報活動

N

小田原サイトでの要望改善事例から
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その他のコミュニケーション活動

日野市環境基本計画見直し日野市環境基本計画見直し
における意見交換会における意見交換会

日本レスポンシブル・ケア協議会日本レスポンシブル・ケア協議会
での対話活動での対話活動

神戸での神戸での
リスクコミュニケーションモデル事業リスクコミュニケーションモデル事業 工場見学工場見学

日野市
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近隣住民に、やむを得ずご迷惑をかけていることを自覚。近隣住民に、やむを得ずご迷惑をかけていることを自覚。

苦情は、まず相手の話をトコトン聞く。苦情は、まず相手の話をトコトン聞く。

相手の気持ちを思いやり、コニカミノルタの事情を相手の気持ちを思いやり、コニカミノルタの事情を
押しつけない。押しつけない。

すぐに回答が出なくても良い。「どうすれば良くなるか、すぐに回答が出なくても良い。「どうすれば良くなるか、
一緒に考えましょう。」の姿勢。一緒に考えましょう。」の姿勢。

判らないことは、正直に「判らない」と言う。判らないことは、正直に「判らない」と言う。

コニカミノルタの統一ポリシー

私たちの基本
--信頼の積み重ね--

--日常のコミュニケーション--
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ありがとうございました。ありがとうございました。


